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研究成果の概要（和文）：　本研究は日本の古代から中世への変容過程の解明を目指し、平安時代の考古学の側
面から検討を加えた。研究対象として、日本産の須恵器や施釉陶器、中国産の陶磁器といった焼物類を主に取り
上げ、それらの流通状況を解明することに重点目標を置き、基礎的な研究を深めた。出土資料の集成作業と、新
たな年代観や産地同定法に基づいた検討の結果、上掲の焼物類の流通の実相について新たな知見を得ることがで
きた。とりわけ、平安期の須恵器として著名な丹波の篠窯で生産された鉢については、10世紀末から11世紀初め
頃の資料が最も多く出土することを確認でき、当該期が中世の流通の展開に先駆けた様相を示すことを指摘でき
た。

研究成果の概要（英文）：　This study aimed to elucidate the process of transformation from ancient 
to medieval Japan from the aspect of archaeology. The research focuses on Japanese Sue ware, 
Japanese glazed pottery and Chinese ceramics, with an emphasis on the distribution of these goods. 
Based on the compilation of excavated materials and new methods of chronology and provenance 
identification, I gained new knowledge about the realities of distribution. In particular, the 
largest number of bowls　produced at the Shino kilns in Tamba region were found to date from the end
 of the 10th to the beginning of the 11th century, indicating that this period was a precursor to 
medieval commerce.

研究分野：考古学

キーワード： 流通・消費　須恵器　緑釉陶器　灰釉陶器　中国陶磁　篠窯跡群
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　中世以降に物資流通が大幅に拡大して、商業的展開への大きな転換点であることが指摘されているが、陶磁器
類の場合の画期として11世紀後半での製品内容の変質や12世紀以降での大幅な流通量の増加が指摘されていた。
ところが、篠窯産鉢などの検討から既に10世紀末から11世紀頃の摂関期に萌芽的な展開を示す点を解明できたこ
とが学術的意義の１つといえる。ただ、摂関期そのままの形で継続せず、変質して中世に至る側面も重要であ
り、歴史的展開の実態がより明確となった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
（１）古代から中世への移行過程  日本史研究において古代から中世への移行過程の解明は
大きな論点の一つである。その焦点ともなる平安時代は、中国を範とする古代国家体制からの離
脱と民族文化の形成など、日本の基層文化を考える上でも無視できない。ただ、文献史学では
種々の議論が展開するが、時代の特質や画期の評価に揺らぎが大きい。 
 
（２）平安期考古学研究の必要性  上記の研究現況に対して考古学は通時代的な比較が可能
であり、価値を有する。ただ、現状の考古学において古墳時代から飛鳥時代はかなり関心も高い
ものの、平安時代については研究が敬遠されがちである。その克服が本研究の目指す根本にある。 
 
（３）日本列島史としての検証  長期的視野からみて大きな転換であるかを問い直すために
も、基礎的な議論が必要である。それに向けて考古学から期待できるのは、とりわけ物資の生産・
流通などの基層的な変質過程の側面と考え、その点に重点を置いた研究に取り組むことにした。 
 
２．研究の目的 
（１）物資流通からみた移行過程の解明  中世史や中世考古学では物資流通に関する蓄積が
多く、近世以降の流通の発展についても視野が開けているが、古代は政治性が重視されがちで、
必ずしも中世以降に対応する要素が意識的に追究されていない。そのため、近年の考古資料の再
検討により、古代後半期から中世への移行過程の実態を整理していくことを大きな目的とする。 
 
（２）考古資料の多面的な要素の検討  物資流通の検討対象として、残存度による偏りが少な
い土器・陶磁器、とりわけ須恵器・施釉陶器・中国陶磁を主に取り上げる。とりわけ平安期の有
数の須恵器産地として知られている丹波の篠窯の製品について流通の実態を解明するとともに、
複数の器質を視野に入れて比較検討を試みたうえで、その特質を見出す。 
 
３．研究の方法 
（１）新たな年代や産地の基準に基づく分析  流通などを考える上での基礎として、生産地や
その周辺の消費地資料について編年や産地的特質について再検討を試みた。そのような新知見
を消費地遺跡出土品に適用して、より細かな時期変化による生産量や供給域の変化などを辿る
ことにした。 
 
（２）広域の集成と狭域の細密な分析  土器・陶器類の資料集成作業による広域分析を行う一
方で、報告書などでの判別には限界を伴うために、重点地域における実見を含めた狭域での実見
調査を行うことにした。そのうえで、須恵器、国産施釉陶器や輸入陶磁器類などの焼物を統合的
に論じることを目指した。 
 
４．研究成果 
（１）生産地の様相の基礎的解明 
 当初は製品流通の検討に力点を置く予定であったが、コロナの感染拡大もあって調査が制限
されたことに加え、生産地の様相の解明もさらに必要である点も判明したため、まずは生産関連
での基礎的な再検討を加えることにした。その結果として、平安京近郊のうち丹波の篠窯におい
て新たな採集資料の成果を受けて近江産と酷似した緑釉陶器を生産している様相を明確にした。
それにより本研究代表者が調査していた西山１号窯の資料の前段階に、より直接的に近江から
技術を受容していることが解明され、産地差などの問題を問い直した。また、東海地域や近江地
域では、緑釉陶器や灰釉陶器編年などの基礎になる分類を再検証した。さらに、防長地域では周
防鋳銭司周辺での生産時期を推測し、その生産内容を見定めることで、長門や周防国府での生産
内容との差異など抽出することができた。ほかに平安京周辺窯のうち洛北や洛西の窯資料につ
いても再検討を試みて、編年などの基準を再検討した。 
 
（２）篠産須恵器の流通状況 
 平安時代を代表する篠窯で生産された須恵器に関して、とりわけ重点的な検討を試みた。本研
究代表者などによる生産地資料の研究により、鉢における口縁部の成形技法や仕上げの調整手
法、高台部の形状など、いくつかの要素での時期的な変化が判別できることを新たに明らかにし
ており、その新たな編年案を提示してきたので、それに基づいて篠窯産須恵器の分布について新
たに資料集成を行い、一部については実見調査を試みた。その結果、まずこれまで知られている
よりも北端・南端についてより広がっていることが判明し、広域の流通が再確認された。その一
方で、各地への流通状況としては九州では大宰府関連遺跡、四国では伊予国府推定地周辺、東北
地域では多賀城跡などでの集中がより明確化した。 
 また、篠窯産須恵器の流通状況について、時期的な変遷をみていくと流通域内のほとんどの地



域において、10世紀末から 11 世紀頃の西山１号窯段階の資料が最も多く出土する状況を確認で
きた。この西山１号窯段階は、これまで十分に識別されてこなかった篠窯でも末期の須恵器生産
段階で、筆者らの研究によって区分された時期に相当する。近畿地域をはじめ、先に挙げた通り
全般的に出土が多い大宰府や多賀城、伊予国府周辺域などでは、西山１号窯段階においてその前
段階までと比べて出土数が大幅に増加している。篠窯の最終操業期であることからむしろ衰退
期ともみなされがちであったが、むしろ逆に流通量が増加していることから、中世的な広域供給
への萌芽がみられるものと判断した。 
 
（３）各種製品の流通状況と史的検討 
 篠産須恵器が国府関連遺跡などに集中する傾向がある点は、東日本に広く流通する灰釉陶器
や九州での出土が卓越する中国陶磁とは異なり、緑釉陶器などと似た出土傾向であることが読
み取れた。ただし、細かく狭域の分析で確認すれば、例えば多賀城において緑釉陶器が集中する
地区と篠産須恵器の出土地とは必ずしも一致するわけではなく、用途面での差異もあろうが、必
ずしもセットとして各地にもたらされているわけでもないことも明らかになった。篠産須恵器
が緑釉陶器のような奢侈品よりも日常什器的な存在として広域流通していたことがうかがわれ、
中世に向けての流通を考える上でも改めて注目すべきである。 
 また、篠産須恵器については、時期が下るにつれて、それまで供給のみられなかった地域など
にも広がっていくことになり、この点は緑釉陶器や灰釉陶器が比較的限られた分布であるもの
が国府周辺以外の地域、例えば東北では城柵以外の遺跡にも広がっていくことと同様の傾向と
評価できる。広域的な流通への変質は、古代的な政治拠点への中央的な器物の流通から、より商
業的な製品への性格を帯びていくことを示し、この点でも中世的な方向性での変化を見出すこ
とができた。 
 さらに、篠産須恵器でも鉢という特定器種の流通の拡大期は、藤原道長などの全盛期ともいえ
る、いわゆる摂関期になり、中世への大きな変動期として再評価が必要であることが指摘できた。
この点は中国陶磁に関しても、11 世紀前半頃において越窯系青磁が博多で集中出土する事例も
あるように、流通全般における新たな萌芽とみるべきであろう。 
 ただその一方で、その流通量は 11 世紀後半や 12 世紀以降と比較してはるかに少ない点も指
摘でき、また篠産須恵器、国産施釉陶器や越窯系青磁の生産・流通が 11 世紀前半には衰退して
いくことにも象徴されるように、中世段階の流通とは製品の内容も様相も大きな変化を示すこ
とから、10 世紀末から 11 世紀前半には中世に向けた前兆的な動きにとどまる点も確認できた。 
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